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公民館は、みなさんの自由な学びの場です

５月～６月の行事予定
日にち
5/21（日）
5/26（金）
6/  4（日）
6/18（日）

苗木城まつり
青少年健全育成推進市民会議苗木支部総会
区民ソフトボール大会
区民ソフトバレーボール大会

苗木城跡
交流センター
苗木中
苗木中

一般
青少年関係者
苗木区民
苗木区民

行事内容 会 場
　

　
    

対 象

今年は苗木城まつり開催します !!
　５月２１日（日）４年ぶりに苗木城まつりを開催いたします。
　詳しくは今月の広報と一緒に全戸配布されたチラシをご覧ください。
　チラシ裏面に粗品の引換券がついています。当日切り取ってお持ちください。

令和５年度 苗木公民館講座受講生を募集します
令和５年度の苗木公民館講座の受講生募集が始まります。
新しい一年、新しい生活を始めませんか？！
市内では、各公民館等でも一斉に募集が始まります。
詳細は、広報と同時に配布される『講座案内』をご覧ください。

◆申込受付期間
　令和５年５月８日（月）～１９日（金）
　各公民館等にて

公民館講座を
楽しみましょう！

開講予定講座



公民館は、サークル活動の拠点です

苗木交流センターだより５月

大変お世話になりました
～千早先生　最後の公民館講座！～

　苗木公民館講座「ふるさと教室」の講師、千早保之先生はこの3月の講
座を持って最後になりました。千早先生には、2014年（平成26年）から９
年間、ご指導していただきました。
　苗木城の歴史のことはもちろん、町のこと、人のことなど何でも知って
みえてお話されていたので、いつもすごいなぁと感心していました。
　教えていただいたことは、すべて頭に入っていませんが、歴史のおもし
ろさ、歴史の奥深さをしっかり感じ取ることが出来ました。最後の講座は、
全員出席で、本町の方も何人かみえて、先生に感謝を伝えることが出来ま
した。本当にありがとうございました。

令和５年度　苗木公民館はがんばります！
　新しい年令和５年度が始まりました。苗木公民館では、
引き続き次のような方針・計画で、地域の皆さんのお役に
立てる仕事をしていきます。よろしくお願いします。
令和５年度　運営方針
柱　学校・地域・公民館の連携を軸とした活動を推進しま
す。
１.気軽に出かけやすい公民館、皆さんにとって身近な公
民館づくり。

２.皆さんの「学ぶ・つどう・むすぶ」を支援します。
３.公民館使のサービスを地域へ、家庭へ届けます。
事業計画の骨子
【会議等の開催】
・住民主体の公民館運営をすすめるため、運営委員会、利
用者懇談会等を開催します。
【講座開設】
・本紙に掲載の講座の開催の他、地域の皆さんから得た情

報をもとに事業を展開します。
【コミュニティスクール】【新規】
・学校、地域との連携を軸としたコミュニティスクールの
活動を進めます。
【団体との連携事業】
・青少年健全育成推進市民会議苗木支部の活動支援
・苗木体育協会の活動支援
・第８回文化交流まつりの開催（まち協教育文化部会と協
働）
【情報発信】
・交流センターだより、SNSを活用した情報発信
【利用促進等】
・公民館アンケートの実施で、地域の要望等を運営・事業
に生かします。
・交流スペースの活用を促進します

『雑がみリサイクルでごみ減量』
今年度も引き続き実施します

　R3年12月から始まった区長会と苗木ま
ち協が連携して取り組んでいる『雑がみリ
サイクルでごみ減量』今年度も継続します。
　回収するのは雑がみだけでなく、新聞、
雑誌、段ボールも対象です。交流センター
駐車場奥のリサイクルボックスに持ってき
ていただくと1回1ポイント押させていた
だき、6個たまると市の指定ゴミ袋（大）
を2枚差し上げます。
　現在多くの区民の方に参加していただい
ています。お手元にポイントカードのない
方は交流センター窓口でお渡ししますので
お声がけください。

馬洗い岩の位置 馬洗い岩

シリーズ 29苗木城を歩く　　　　
馬洗い岩
　天守の南に周囲約 42ｍの巨石があります。昔、敵に攻められ水の手を断たれた
時、米で馬を洗い、あたかも水があるように見せかけたという伝承があり、「馬洗い
岩」と呼ばれています。似た伝承は、伊達政宗が攻めた仙台の高森山の城をはじ
め、全国に100 程あり、一般に「白米城」伝説と言われます。「白米城」伝説には続
きがあります。鳥がやってきて白米をついばんだり
して計略が破綻し、ついには攻め落とされてしまう
というものです。苗木城の伝承に後半部分がない
のは、森長可に攻められた時、遠山友政は自ら城を
去って家康を頼ったのであり、落城していないため
と考えられます。

うまあらいいわ

ながよし


